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地域包括ケアシステムにおける
地域医師会の積極的な関与に向けて

• 今後、都道府県計画・市町村計画（地域における医療
及び介護の総合的な確保の促進に関する法律）や、地域
医療ビジョンが策定され、地域包括ケアシステム
の構築や医療機能の分化が図られる。

• このような取り組みが、適切に遂⾏されていくた
めには、医療の担い⼿を代表する地域医師会（都道
府県医師会・郡市区医師会）が、⾏政とともに中⼼的
な役割を果たしていくことが必要である。

• そのためには、地域医師会も、それぞれの地域の
データを持ち、実情を反映した政策⽴案をしてい
くことが重要。⽇本医師会として、⼈⼝動態、医
療・介護の需要などの情報を地域医師会に提供し
ていく。 2



地域包括ケアシステムにおける地域医師会の積極的
な関与に向けて
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JMAP（Japan Medical Analysis Platform）

医療資源情報と地図表示

都道府県別、２次医療圏別の
医療需要および医療資源情報

都道府県別、２次医療圏別の各地域の基
本情報、人口および医療需要推計、医療
資源の集計情報

a.基本情報（人口増減率、高齢化率など）
b.将来推計人口
c.地域医療資源（人口１０万当たり）
d.地域選択（都道府県、２次医療圏、市区町村）

都道府県医師会、郡市区医師会が、独⾃に地域の医療・介護の政策を
⽴案し、⾏政と議論を交わしていくための⽀援ツール

http://jmap.jp/

4



JMAP（Japan Medical Analysis Platform）
都道府県医師会、郡市区医師会が、独⾃に地域の医療・介護の政策を⽴案し、⾏政と議
論を交わしていくための⽀援ツール
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例：２０２５年における７５歳以上人口に対する
療養病床数（福岡県、二次医療圏別）



⽇医総研ワーキングペーパーNo.293
地域の医療提供体制現状と将来
- 都道府県別・⼆次医療圏データ集 -

(2013年度版)

• ⽬的
– 全国の⼆次医療圏別⼈⼝変化と資源に基づく分析をまとめて⽰し、

⼆次医療圏単位の医療資源の現状についての⾒⽅を提供すること。
– 2013 年版では、診療所も含めてより広く医療資源の現状を⽰した。

⼆次医療圏別の病院医療資源（病床、勤務医、看護師）に加えて診
療所医療資源（病床、医師数、看護師、在宅療養⽀援診療所）の偏
差値を⽰し、全国の中で相対的な位置づけがわかるようにした。ま
た、最新の介護保険施設ベッド数と⾼齢者住宅数を含む総⾼齢者
ベッド数についての偏差値も⽰し、医療と介護の両⾯からの位置づ
けを⽰した。

– 全国を同じ物差しで測ったデータを提供することで、⼈⼝減少社会
における地域の医療体制を検討する際の⼀助となることを期待する。

• 研究者
– ⾼橋泰（国際医療福祉⼤教授）, 江⼝成美（⽇医総研主席研究員）
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日医総研日医総研ワーキングペーパーNo.293
地域の医療提供体制現状と将来‐都道府県別・二次医療圏データ集 ‐

(2013年度版)
東京都の例
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将来の医療・介護ニーズ（都市部・地方）
2010年→2040年

東京都（人口約1330万人）
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秋田県（人口約105万人）
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日医総研 日医総研ワーキングペーパーNo.293 地域の医療提供体制現状と将来- 都道府県別・二次医療圏データ集 -(2013年度版)を一部改変 8



入院需要・外来需要の将来推計の提供

日医・都道府県医・郡市区医の情報共有サイトに掲載（予定）
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 患者調査等のデータに、機械的に将来人口推計（性別・年齢
階級別）をかけたもの。すなわち、現状のデータに基づく将来
推計。

 これを踏まえ、それぞれの地域で、各地域医師会（都道府県、
郡市区）が行政等との間で、どのような体制をつくり、対策を講
ずればよいかについて議論、検討する際の参考としていただく
ことを目指す。



入院需要・外来需要の将来推計の提供

全国のデータ。実際には、都道府県ごと、二次医療圏ごとの推計を記載（以下同じ）
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入院需要・外来需要の将来推計の提供
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入院需要・外来需要の将来推計の提供
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入院需要・外来需要の将来推計の提供
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入院需要・外来需要の将来推計の提供
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